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第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」概要資料 
（令和 4 年度～令和 8 年度） 

―学校図書館の整備充実をお願いします― 

子どもたちのために、 
読書環境の整備を進めましょう 

図書の

整備

学校司書

の配置

新聞の

配備
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令和２年度「学校図書館の現状に関する調査」公表結果 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/1410430_00001.htm 

学校司書配置新聞配備図書整備

学校図書館図書標準達成校の割合は

増加していますが、刊行後時間の経過

とともに最新の情報を記載していな

い古い図書が保有されている状況で

す。また、選定基準・廃棄基準の策定

率は半数程度にとどまっており、計画

的な整備が進展していない要因とな

っています。

※学校図書館図書標準達成校の割合 平成 27 年→令和元年

65.9%中学校 57.1% → 
69.1%小学校 58.8% → 

95.1%91.0% → 
56.8%中学校 37.7% → 
56.9%小学校 41.1% → 

61.1%中学校 55.3% → 
71.2%小学校 66.4% → 

学校図書館の現状 令和 2 年度「学校図書館の現状に関する調査」より

学校司書の配置率が高い都道府県は、図書標準達成率、新聞配備率等が高く、図書購入冊数も多い傾向にある。 
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■ 学校司書の配置率が高い 10 都道府県（平均 96.6%）

■ 学校司書の配置率が低い 10 都道府県（平均 29.1%）

■ 学校司書の配置率が高い 10 都道府県（平均 94.5%）

■ 学校司書の配置率が低い 10 都道府県（平均 28.7%）

図書の 

選定基準策定率 

図書の 

廃棄基準策定率 

図書購入冊数※ 

新聞配備率 

図書標準達成率 

r=0.38 

r=0.64 r=0.34 

r=0.34 r=0.74 

図書の 

選定基準策定率 

図書の 

廃棄基準策定率 

図書購入冊数※ 

新聞配備率 

図書標準達成率 

r=0.45 

r=0.65 r=0.38 

r=0.30 r=0.75 

【相関係数＝ｒ】 0.2 ＜ ｒ ≦ 0.7：相関あり、0.7 ＜ ｒ ≦ 1.0：強い相関あり 

※図書購入冊数：1 校あたりの購入冊数が最も多い都道府県（小学校 469 冊・中学校 535.6 冊）を 100%とした割合

小学校 中学校 

1

平均正答率（---） 

・国語 67.4％

・算数 62.8％

国語 算数 

出典：令和５年度全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

読書好きは、平均正答率が高い傾向が
見られる。 

子ども（小学校高学年～高等学校）の頃の読書量が多い人は、 

意識・非認知能力や認知機能が高い傾向にある。 

出典：「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究」報告書

 （令和３年３月・独立行政法人国立青少年教育振興機構） 

読書・学校図書館整備に関する調査結果 

■ 当てはまる ■ どちらかといえば、当てはまる 

■ どちらかといえば、当てはまらない ■ 当てはまらない 

■ 小中高を通して読書量が少ない ■ 小中高で読書量が低下している 

■ 小中高で緩やかに読書量が上昇している ■ 小中高を通して読書量が多い 

※学校司書配置校の割合 平成 28 年→令和 2 年 

※新聞配備校の割合 平成 27 年→令和元年 

平成 26年6月の学校図書館法改正

により、学校には学校司書を置くよ

う努めるものとされました。厳しい財

政状況の中でも学校司書を配置する

学校は増加しており、その必要性が

強く認識されています。 

新聞配備校は大幅に増加しており、

各学校で新聞を活用した学習を行う

ための環境が改善されています。 

・小学校：平均 1.3 紙→平均 1.6 紙

・中学校：平均 1.7 紙→平均 2.7 紙

・高等学校：平均2.8紙→平均3.5紙

0 
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読書好きと平均正答率（小学生）
意識・非認知能力の違い 

 子どもの頃の読書量グループによる 
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学校司書の配置

学校図書館の日常の運営・管理や、学校図書館を活用した教育活動の支援等を行う、

専門的な知識・技能を持った学校司書のさらなる配置拡充を図ります。 

選挙権年齢の 18 歳以上への引下げや、成年年齢の 18 歳への引下げに伴い、児童生

徒が主体的に主権者として必要な資質・能力を身につけることの重要性に鑑み、発達

段階に応じた学校図書館への新聞の複数紙配備を図ります。 

各学校における学校図書館図書標準※達成を目指すための新たな図書の整備に加え、

児童生徒が正しい情報に触れる環境整備等の観点から、図書の廃棄・更新を進めるた

めの選定基準・廃棄基準を策定し、古くなった本を新しく買い替えることを促進しま

す。 

NEWS 

学校図書館図書整備等 5 か年計画の内容 令和 4 年度→令和 8 年度

480 単年度総額 億円 2,400 億円5 か年総額/ 

199 単年度 億円 995 億円総額 / 

38 単年度 億円 190 億円総額 / 

243 単年度 億円 1,215 億円総額 / 

小学校等 2 紙、中学校等 3 紙、高等学校等 5 紙 本計画の目標 

小・中学校等のおおむね 1.3 校に 1 名配置 
（将来的には 1 校に 1 人の配置を目指す） 

本計画の目標 

160 単年度 億円 億円総額 800 / 39 単年度 億円 195 億円総額 /（不足冊数分） （更新冊数分） 

令和 4 年度からの 5 年間で、全ての小中学校等において学校図書館図書標準の達成を 

目指すとともに、図書の更新、新聞の複数紙配備および学校司書の配置拡充を図ります。 

2
※学校図書館図書標準 文部科学省の定める、学校規模（学級数）に応じた蔵書の整備目標。

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/hourei/cont_001/016.htm 

学校図書館への新聞配備

学校図書館図書の整備

学校図書館図書標準 100%達成 
計画的な図書の更新を実施 

本計画の目標 
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 担任と協働して、児童の読書量や読書への関心をつかみ、

継続的な読書指導を行っています。（岐阜県岐阜市立西郷小学校）

 授業に学校司書も参加し、情報収集等の支援をしています。学校司書

と、司書教諭、各教科等の教諭がつながり、積極的に教材研究の支援を

行っています。（鳥取県江府町立奥大山江府学園）

 学校司書が企画・運営し、国語科とタイアップして、

全校生徒参加型のビブリオバトル大会を開催しました。

優勝者には県立図書館主催の県大会への出場権が与えられ、

意識の向上が図られています。（山梨県富士河口湖町立河口湖北中学校）

 

3

地方財政措置を活用して読書環境の整備を進めましょう

 SDGｓなど、近年話題になっているテーマの図書も集め、児童が

学習しやすい環境づくりをしています。（奈良県生駒市立桜ケ丘小学校）

 図書と端末を活用したハイブリッド型の図書館活用授業を展開しています。

（京都府京都市立北野中学校）

 「五感で楽しむ」絵本や、大型絵本、しかけ絵本、音が出る絵本など、

多様な図書を所蔵しています。（三重県立城山特別支援学校） 図書と端末を活用した学習の様子 
（京都市立北野中学校）

図書

学校司書による 4 月の図書館開き 

（岐阜市立西郷小学校） 

学校司書

 全校生徒が新聞記事を読み比べる取組を続けたことで、小論文や調べ

学習に新聞を活用する生徒が増えました。（福井県立金津高等学校）

 教育委員会事務局が各新聞社と直接契約を結び、

全校分の新聞を一括調達したため、契約手続きや購読料支払い

といった学校の事務負担が解消されました。（東京都葛飾区）

新聞を用いた調べ学習の様子 
（福井県立金津高等学校）

新聞

学校図書館の整備状況にあっては、都道府県により格差が見られる状況です。 

上記の取組も参考に環境整備を進めましょう。 

地方財政措置は、使途を特定しない一般財源として措置されています。 

適切な予算措置のお願い 

各自治体において予算化が図られることによって、はじめて図書や新聞の購入費や、 

学校司書の配置のための費用に充てられます。 

教育委員会と学校が一体的に学校図書館の計画的整備を進めることが重要です。 

各自治体においては、学校図書館の現状把握とそれに基づく適切な予算措置を 

お願いします。 

NEWS 
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4

学校図書館整備の流れ

地方交付税算定額の試算方法

校長を中心に、教頭、教務
主任、事務職員等による予
算委員会を組織するなど、
校内組織を生かして全校的
な対応を図り、整備が必要
な図書の優先順位付け、学
校司書との連携方法等を
検討。
それを踏まえ、教育委員会
に情報提供・要望。

地方公共団体間の財源の不均衡を調整し、どの地域に住む国民にも一定の行政サービスが提供できるよう
財源保障をするもの。 

地方公共団体が学校図書館の図書等の整備のために必要な標準的な経費については、普通交付税の基準 
財政需要額に算入している。 

※地方財政措置

・学校図書館の現状、優先
順位の把握

・図書整備、新聞配備、学校
司書配置に向けた、複数
年次にわたる計画の策定

・学校の意見を聞き、政策
目標、政策効果等を整理

・教育大綱に学校図書館整
備計画を位置付ける等

学校 教育委員会 地方公共団体 

①学校現場で整理
教委に状況報告

②教育委員会内で整理
③教育条件整備に

ついて協議・調整

①状況報告 

⑥予算配賦 

図書・新聞整備や
学校司書配置その
ものを目的にする

のではなく、その
整備充実により、
いつまでにどのよ

うに学校を変えよ
うとしているのか
を整理しましょう。

④予算要求 

⑤予算配賦 

③協議・調整 

総合教育会議 

④財政部局に予算要求・説明 

 文部科学省の資料等も活用しましょう！ 

・第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」

・令和２年度「学校図書館の現状に関する調査」

・令和３年度「子供の読書活動の推進等に関する調査研究」

・図書、新聞、学校司書等の相関性が明らかになりました。

・重点的に推進するべき１３指標から、都道府県別の状況が明らかになりました。

総合教育会議において、
首長と教育委員会が協
議・調整することにより、
両者が教育政策の方向
性を共有し、一致して執
行にあたることが可能に
なります。

各自治体において、学校図書館の現状把握とそれに基づく適切な予算措置をお願いします。 

小学校・中学校の例 

【地方交付税の算定に用いる標準施設の状況】 

※1 学校図書館図書整備の一般財源（７３３千円）／施設規模（１８学級）＝１学級当たりの一般財源（４０.７千円） 

※2 学校図書館図書整備の一般財源（９４７千円）／施設規模（１５学級）＝１学級当たりの一般財源（６３.１千円） 

※3 新聞配備の一般財源（６３千円）／施設規模（１８学級）＝1 学級あたりの一般財源（３.５千円） 

※4 新聞配備の一般財源（１９２千円）／施設規模（１５学級）＝1 学級あたりの一般財源（１２.８千円） 

※5 学校司書配置の１校あたりの一般財源 １,１５７千円 

※6 学校司書配置の１校あたりの一般財源 １,１１１千円 

【備 考】 

※令和５年度ベース 

※地方交付税算定額の試算に用いる学級数は、義務標準法に規定する学級編制の標準により算定した学級数です。また、学校数は、学校基本調

査規則によって調査した当該年度の５月１日現在における数（在学児童生徒を有しない学校の数を除く）です。なお、補正係数は、考慮してい

ません。 

※①図書費、③学校司書費は、小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校前期、特別支援学校小中学部に措置しています。 

※②新聞費は小学校、中学校、高等学校、義務教育学校、中等教育学校、特別支援学校に措置しています。 

※義務教育学校前期は小学校に、義務教育学校後期・中等教育学校前期は中学校に、中等教育学校後期は高等学校に相当します。 

①図書費

学級
小学校 

中学校 
学級

40.7 
63.1 

千円
※1

千円
※2

千円 

千円 

②新聞費

NEWS  

学級
小学校 

中学校 
学級

3.5 
12.8 

千円
※3

千円
※4

千円 

千円 

③学校司書費

校
小学校 

中学校 
校

1,157 
1,111 

千円
※5

千円
※6

千円 

千円 

あなたの自治体や学校の学級数・
学校数・生徒数を代入しましょう。

算定額はこちらです。
予算額と比較してみましょう。

あなたの自治体や学校の、図書・新聞・学校司書費として
措置されている、地方交付税算定額を試算してみましょう。
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子どもの読書活動推進のために、学校図書館

の一層の整備・充実を 

文部科学省総合教育政策局長 望月 禎 

総務省の御協力の下、文部科学省では、令和４年度から令

和８年度を期間とする第６次「学校図書館図書整備等５か年計

画」を策定いたしました。また、政府は令和５年３月に第五次

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を閣議決定

し、不読率の低減、多様な子どもたちの読書機会の確保、デジ

タル社会に対応した読書環境の整備、子どもの視点に立った

読書活動の推進の４つの基本的方針を掲げております。計画

を踏まえ、学校、家庭、地域等が中心となり社会全体で様々な

取組が行われることが期待されています。教育委員会及び学

校関係者等の皆様におかれましては、学校図書館の整備充実

を進めていただき、子どもの読書活動の推進に一層の御協力

をお願いいたします。

子どもたちの健やかな成長のために、 
学校図書館の整備充実をお願いします。 

地域の実情に応じた学校図書館の整備・充実 

総務省自治財政局調整課課長補佐 水谷 健一郎 

文部科学省が学校図書館図書標準の達成等を目標として策

定した「学校図書館図書整備等５か年計画」を踏まえ、総務省

では、計画的な学校図書館の図書の整備に必要な経費、学校

図書館への新聞配備及び学校図書館司書配置に要する経費

について、地方交付税による財政措置の対象としております。 

地方交付税に使途の定めはなく、各地域において、学校図

書館図書の整備や新聞の配備、学校司書の配置に関する意義

や効果、学校図書館を活用した教育の充実方策などについて

議論を深めていただくことが重要です。  

地域の実情に応じた学校図書館の整備・充実が推進され、

各学校現場での創意工夫に基づく学びを通じて、子どもたち

の健やかな成長が図られることを期待しております。 

総合教育政策局 地域学習推進課 （令和６年３月発行） 

【表紙写真協力】あきる野市立西秋留小学校/長岡市立千手小学校/茨城県立水戸桜ノ牧高等学校 
5 

「学校図書館ガイドライン」（平成２８年 11 月策定）は、学校図書館運営上の重要な事項について、その望
ましい在り方を示しています。引き続きガイドラインの活用を図るようお願いします。 

学校図書館整備にあたっての留意事項 

「学校図書館ガイドライン」の活用について 

「学校図書館ガイドライン」 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/1380599.htm

校長は「学校図書館長」としての役割も担っています。（「学校図書館ガイドライン」より）校長のリーダーシ
ップのもと、図書の現状把握を行い、図書の選定・廃棄・更新が適切に行われるよう、図書選定を行うため
の校内組織の設置、選定基準及び廃棄基準の策定に努めるようお願いします。 

学校図書館図書の計画的な整備について 

本計画では、小学校において複数紙を配備できるよう、必要な経費を新たに盛り込みました。児童・生徒
の発達段階や、学校・地域の実情に応じ、適切な新聞の複数紙配備に努めるようお願いします。全国紙・地
方紙以外にも、小学生新聞・中高生新聞・専門紙・英字新聞等の配備が想定されます。 

新聞の複数紙配備について 

学校司書の専門性等がより発揮できるよう、継続的・安定的に職務に従事できる環境への配慮の上、司書
教諭の授業負担の軽減と合わせて学校図書館の人的整備の拡充を図るようお願いします。なお特別支援
学校においては、読書バリアフリー法の成立などを踏まえて配置拡充に努めるようお願いします。 

学校司書の適切な配置について 

学校および学校図書館への支援のため、学校図書館担当指導主事の配置や定期的な研修を実施するほ
か、学校図書館支援センターの設置・活用、学校図書館指導員などの配置に努めるようお願いします。 

教育委員会における支援の充実について 
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「学校図書館ガイドライン」 
学校図書館をめぐる現状と課題を踏まえ，さらなる学

校図書館の整備充実を図るため，教育委員会や学校等に
とって参考となるよう，学校図書館の運営上の重要な事
項についてその望ましい在り方を示す，「学校図書館ガイ
ドライン」を定める。同ガイドラインは以下の構成とす
る。 

（1）学校図書館の目的・機能 

（2）学校図書館の運営 

（3）学校図書館の利活用 

（4）学校図書館に携わる教職員等 

（5）学校図書館における図書館資料 

（6）学校図書館の施設 

（7）学校図書館の評価 

（1）学校図書館の目的・機能 
学校図書館は，学校図書館法に規定されているように，

学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であ
り，図書館資料を収集・整理・保存し，児童生徒及び教
職員の利用に供することによって，学校の教育課程の展
開に寄与するとともに児童生徒の健全な教養を育成する
ことを目的としている。 

○ 学校図書館は，児童生徒の読書活動や児童生徒へ
の読書指導の場である「読書センター」としての機
能と，児童生徒の学習活動を支援したり，授業の内
容を豊かにしてその理解を深めたりする「学習セン
ター」としての機能とともに，児童生徒や教職員の
情報ニーズに対応したり，児童生徒の情報の収集・
選択・活用能力を育成したりする「情報センター」
としての機能を有している。 

（2）学校図書館の運営 
○ 校長は，学校図書館の館長としての役割も担って

おり，校長のリーダーシップの下，学校経営方針の
具現化に向けて，学校は学校種，規模，児童生徒や
地域の特性なども踏まえ，学校図書館全体計画を策
定するとともに，同計画等に基づき，教職員の連携
の下，計画的・組織的に学校図書館の運営がなされ
るよう努めることが望ましい。例えば，教育委員会
が校長を学校図書館の館長として指名することも
有効である。 

○ 学校は，必要に応じて，学校図書館に関する校内
組織等を設けて，学校図書館の円滑な運営を図るよ
う努めることが望ましい。図書委員等の児童生徒が
学校図書館の運営に主体的に関わることも有効で
ある。

○ 学校図書館は，可能な限り児童生徒や教職員が最
大限自由に利活用できるよう，また，一時的に学級
になじめない子供の居場所となりうること等も踏
まえ，児童生徒の登校時から下校時までの開館に努
めることが望ましい。また，登校日等の土曜日や長
期休業日等にも学校図書館を開館し，児童生徒に読
書や学習の場を提供することも有効である。 

○ 学校図書館は，学校図書館便りや学校のホームペ
ージ等を通じて，児童生徒，教職員や家庭，地域な
ど学校内外に対して，学校図書館の広報活動に取り
組むよう努めることが望ましい。

○ 学校図書館は，他の学校の学校図書館，公共図書
館，博物館，公民館，地域社会等と密接に連携を図

り，協力するよう努めることが望ましい。また，学
校図書館支援センターが設置されている場合には
同センターとも密接に連携を図り，支援を受けるこ
とが有効である。 

（3）学校図書館の利活用 
○ 学校図書館は，児童生徒の興味・関心等に応じて，

自発的・主体的に読書や学習を行う場であるととも
に，読書等を介して創造的な活動を行う場である。
このため，学校図書館は児童生徒が落ち着いて読書
を行うことができる，安らぎのある環境や知的好奇
心を醸成する開かれた学びの場としての環境を整え
るよう努めることが望ましい。

○ 学校図書館は，児童生徒の学校内外での読書活動
や学習活動，教職員の教育活動等を支援するため，
図書等の館内・館外貸出しなど資料の提供を積極的
に行うよう努めることが望ましい。また，学校図書
館に所蔵していない必要な資料がある場合には，公
共図書館や他の学校の学校図書館との相互貸借を行
うよう努めることが望ましい。

○ 学校は，学習指導要領等を踏まえ，各教科等にお
いて，学校図書館の機能を計画的に利活用し，児童
生徒の主体的・意欲的な学習活動や読書活動を充実
するよう努めることが望ましい。その際，各教科等
を横断的に捉え，学校図書館の利活用を基にした情
報活用能力を学校全体として計画的かつ体系的に指
導するよう努めることが望ましい。

○ 学校は，教育課程との関連を踏まえた学校図書館
の利用指導・読書指導・情報活用に関する各種指導
計画等に基づき，計画的・継続的に学校図書館の利
活用が図られるよう努めることが望ましい。 

○ 学校図書館は，教員の授業づくりや教材準備に関
する支援や資料相談への対応など教員の教育活動へ
の支援を行うよう努めることが望ましい。 

（4）学校図書館に携わる教職員等 
○ 学校図書館の運営に関わる主な教職員には，校長

等の管理職，司書教諭や一般の教員（教諭等），学校
司書等がおり，学校図書館がその機能を十分に発揮
できるよう，各者がそれぞれの立場で求められてい
る役割を果たした上で，互いに連携・協力し，組織
的に取り組むよう努めることが望ましい。 

○ 校長は，学校教育における学校図書館の積極的な
利活用に関して学校経営方針・計画に盛り込み，そ
の方針を教職員に対し明示するなど，学校図書館の
運営・活用・評価に関してリーダーシップを強く発
揮するよう努めることが望ましい。

○ 教員は，日々の授業等も含め，児童生徒の読書活
動や学習活動等において学校図書館を積極的に活用
して教育活動を充実するよう努めることが望ましい。 

○ 学校図書館がその機能を十分に発揮するためには，
司書教諭と学校司書※1が，それぞれに求められる役
割・職務に基づき，連携・協力を特に密にしつつ，
協働して学校図書館の運営に当たるよう努めること
が望ましい。具体的な職務分担については，各学校
におけるそれぞれの配置状況等の実情や学校全体の
校務のバランス等を考慮して柔軟に対応するよう努
めることが望ましい。 

○ 司書教諭は，学校図書館の専門的職務をつかさど
り，学校図書館の運営に関する総括，学校経営方針・
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計画等に基づいた学校図書館を活用した教育活動の
企画・実施，年間読書指導計画・年間情報活用指導
計画の立案，学校図書館に関する業務の連絡調整等
に従事するよう努めることが望ましい。また，司書
教諭は，学校図書館を活用した授業を実践するとと
もに，学校図書館を活用した授業における教育指導
法や情報活用能力の育成等について積極的に他の教
員に助言するよう努めることが望ましい。 

○ 学校司書は，学校図書館を運営していくために必
要な専門的・技術的職務に従事するとともに，学校
図書館を活用した授業やその他の教育活動を司書教
諭や教員とともに進めるよう努めることが望ましい。
具体的には，1 児童生徒や教員に対する「間接的支
援」に関する職務，2 児童生徒や教員に対する「直
接的支援」に関する職務，3 教育目標を達成するた
めの「教育指導への支援」に関する職務という3つ
の観点に分けられる。 

○ また，学校司書がその役割を果たすとともに，学
校図書館の利活用が教育課程の展開に寄与するかた
ちで進むようにするためには，学校教職員の一員と
して，学校司書が職員会議や校内研修等に参加する
など，学校の教育活動全体の状況も把握した上で職
務に当たることも有効である。

○ また，学校や地域の状況も踏まえ，学校司書の配
置を進めつつ，地域のボランティアの方々の協力を
得て，学校図書館の運営を行っていくことも有効で
ある。特に特別支援学校の学校図書館においては，
ボランティアの協力は重要な役割を果たしている。 

（5）学校図書館における図書館資料 
1 図書館資料の種類 

○ 学校図書館の図書館資料には，図書資料のほか，
雑誌，新聞，視聴覚資料（ＣＤ，ＤＶＤ等），電子資
料（ＣＤ-ＲＯＭ，ネットワーク情報資源（ネットワ
ークを介して得られる情報コンテンツ）等），ファイ
ル資料，パンフレット，自校独自の資料，模型等の
図書以外の資料が含まれる。 

○ 学校は，学校図書館が「読書センター」，「学習セ
ンター」，「情報センター」としての機能を発揮でき
るよう，学校図書館資料について，児童生徒の発達
段階等を踏まえ，教育課程の展開に寄与するととも
に，児童生徒の健全な教養の育成に資する資料構成
と十分な資料規模を備えるよう努めることが望まし
い。

○ 選挙権年齢の引下げ等に伴い，児童生徒が現実社
会の諸課題について多面的・多角的に考察し，公正
に判断する力等を身につけることが一層重要になっ
ており，このような観点から，児童生徒の発達段階
に応じて，新聞を教育に活用するために新聞の複数
紙配備に努めることが望ましい。

○ 小学校英語を含め，とりわけ外国語教育において
は特に音声等の教材に，理科等の他の教科において
は動画等の教材に学習上の効果が見込まれることか
ら，教育課程の展開に寄与するデジタル教材を図書
館資料として充実するよう努めることが望ましい。 

○ 発達障害を含む障害のある児童生徒や日本語能力
に応じた支援を必要とする児童生徒の自立や社会参
画に向けた主体的な取組を支援する観点から，児童
生徒一人一人の教育的ニーズに応じた様々な形態の

図書館資料を充実するよう努めることが望ましい。
例えば，点字図書，音声図書，拡大文字図書，ＬＬ
ブック，マルチメディアデイジー図書，外国語によ
る図書，読書補助具，拡大読書器，電子図書等の整
備※2も有効である。 

2 図書館資料の選定・提供 

○ 学校は，特色ある学校図書館づくりを推進すると
ともに，図書館資料の選定が適切に行われるよう，
各学校において，明文化された選定の基準を定める
とともに，基準に沿った選定を組織的・計画的に行
うよう努めることが望ましい。

○ 図書館資料の選定等は学校の教育活動の一部とし
て行われるものであり，基準に沿った図書選定を行
うための校内組織を整備し，学校組織として選定等
を行うよう努めることが望ましい。

○ 学校は，図書館資料について，教育課程の展開に
寄与するという観点から，文学（読み物）やマンガ
に過度に偏ることなく，自然科学や社会科学等の分
野の図書館資料の割合を高めるなど，児童生徒及び
教職員のニーズに応じた偏りのない調和のとれた蔵
書構成となるよう選定に努めることが望ましい。 

○ 学校図書館は，必要に応じて，公共図書館や他の
学校の学校図書館との相互貸借を行うとともに，イ
ンターネット等も活用して資料を収集・提供するこ
とも有効である。 

3 図書館資料の整理・配架 

○ 学校は，図書館資料について，児童生徒及び教職
員がこれを有効に利活用できるように原則として日
本十進分類法（ＮＤＣ）により整理し，開架式によ
り，配架するよう努めることが望ましい。 

○ 図書館資料を整理し，利用者の利便性を高めるた
めに，目録を整備し，蔵書のデータベース化を図り，
貸出し・返却手続及び統計作業等を迅速に行えるよ
う努めることが望ましい。また，地域内の学校図書
館において同一の蔵書管理システムを導入し，ネッ
トワーク化を図ることも有効である。 

○ 館内の配架地図や館内のサイン，書架の見出しを
設置するなど，児童生徒が自ら資料を探すことがで
きるように配慮・工夫することや，季節や学習内容
に応じた掲示・展示やコーナーの設置などにより，
児童生徒の読書意欲の喚起，調べ学習や探究的な学
習に資するように配慮・工夫するよう努めることが
望ましい。また，学校図書館に，模型や実物，児童
生徒の作品等の学習成果物を掲示・展示することも
有効である。 

○ 学校図書館の充実が基本であるが，児童生徒が気
軽に利活用できるよう，図書館資料の一部を学級文
庫等に分散配架することも有効である。なお，分散
配架した図書も学校図書館の図書館資料に含まれる
ものであり，学校図書館運営の一環として管理する
よう努めることが望ましい。 

4 図書館資料の廃棄・更新 

○ 学校図書館には，刊行後時間の経過とともに誤っ
た情報を記載していることが明白になった図書や，
汚損や破損により修理が不可能となり利用できなく
なった図書等が配架されている例もあるが，学校は，
児童生徒にとって正しい情報や図書館資料に触れる
環境整備の観点や読書衛生の観点から適切な廃棄・
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更新に努めることが望ましい。 

○ 図書館資料の廃棄と更新が適切に行われるよう，
各学校等において，明文化された廃棄の基準を定め
るとともに，基準に沿った廃棄・更新を組織的・計
画的に行うよう努めることが望ましい。 

○ 廃棄と更新を進めるに当たって，貴重な資料が失
われないようにするために，自校に関する資料や郷
土資料など学校図書館での利用・保存が困難な貴重
な資料については，公共図書館等に移管することも
考えられる。 

（6）学校図書館の施設 
○ 文部科学省では，学校施設について，学校教育を

進める上で必要な施設機能を確保するために，計画
及び設計における留意事項を学校種ごとに「学校施
設整備指針※3」として示している。この学校施設整
備指針において，学校図書館の施設についても記述
されており，学校図書館の施設については，学校施
設整備指針に留意して整備・改善していくよう努め
ることが望ましい。 

○ また，これからの学校図書館には，主体的・対話
的で深い学び（アクティブ・ラーニングの視点から
の学び）を効果的に進める基盤としての役割も期待
されており，例えば，児童生徒がグループ別の調べ
学習等において，課題の発見・解決に向けて必要な
資料・情報の活用を通じた学習活動等を行うことが
できるよう，学校図書館の施設を整備・改善してい
くよう努めることが望ましい。

（7）学校図書館の評価 
○ 学校図書館の運営の改善のため，PDCAサイクル

の中で校長は学校図書館の館長として，学校図書館
の評価を学校評価の一環として組織的に行い，評価
結果に基づき，運営の改善を図るよう努めることが
望ましい。 

○ 評価に当たっては，学校関係者評価の一環として
外部の視点を取り入れるとともに，評価結果や評価
結果を踏まえた改善の方向性等の公表に努めること
が望ましい。また，コミュニティ・スクールにおい
ては，評価に当たって学校運営協議会を活用するこ
とも考えられる。 

○ 評価は，図書館資料の状況（蔵書冊数，蔵書構成，
更新状況等），学校図書館の利活用の状況（授業での
活用状況，開館状況等），児童生徒の状況（利用状況，
貸出冊数，読書に対する関心・意欲・態度，学力の
状況等）等について行うよう努めることが望ましい。
評価に当たっては，アウトプット（学校目線の成
果）・アウトカム（児童生徒目線の成果）の観点※4

から行うことが望ましいが，それらを支える学校図
書館のインプット（施設・設備，予算，人員等）の
観点にも十分配慮するよう努めることが望ましい。 

※1 司書教諭と学校司書の職務や役割分担については、文部科

学省調査研究協力者会議の「これからの学校図書館担当職

員に求められる役割・職務及びその資質能力の向上方策等

について」（報告）平成26 年３月を参照。 

※2 著作権法（昭和４５年法律第４８号）第３７条第３項にお

いては、一定の要件の下、障害のある者が利用するために

必要な限度・方式により、公表された著作物の複製ができ

ることとされている。当該規定の範囲内で、障害のある児

童生徒のために、学校図書館等は、公表されている著作物

をテキストスピーチ機能を備えた端末等により音読可能な

データに変換することが可能である。 

※3「小学校施設整備指針（平成28 年３月版）」（抜粋） 

第１章 総則 

第２節 学校施設整備の課題への対応 

第１ 子供たちの主体的な活動を支援する施設整備 

２ 情報環境の充実 

(1) 児童の主体的な活動及び自らの意志で学ぶことを支え、高

度情報通信ネットワーク社会において生きる力を育てる教

育環境の整備や、校務情報化の推進に資するため、校内の

情報ネットワークの整備やコンピュータ、プロジェクタ等

の情報機器の導入への対応について、積極的に計画するこ

とが重要である。 

第２ 安全でゆとりと潤いのある施設整備 

５ 施設のバリアフリー対応 

(1) 障害のある児童、教職員等が安全かつ円滑に学校生活を送

ることができるように、障害の状態や特性、ニーズに応じ

た計画とすることが重要である。その際、スロープ、手す

り、便所、出入口、エレベーター等の計画に配慮すること

が重要である。 

第３章 平面計画 

第２ 学習関係諸室 

８ 図書室 

(1) 利用する集団の規模等に対して十分な広さの空間を確保す

るとともに、各教科における学習活動等において効果的に

活用することができるよう普通教室等からの利用のしやす

さを考慮しつつ、児童の活動範囲の中心的な位置に計画す

ることが重要である。 

(2) 図書、コンピュータ、視聴覚教育メディアその他学習に必

要な教材等を配備した学習・メディアセンターとして計画

することも有効である。 

(3) 学習・研究成果の展示のできる空間を計画することも有効

である。 

第４章 各室計画 

第２ 学習関係諸室 

１５ 図書室 

(1) 多様な学習活動に対応することができるよう面積、形状等

を計画することが重要である。 

(2) １学級相当以上の机及び椅子を配置し、かつ、児童数等に

応じた図書室用の家具等を利用しやすいよう配列すること

のできる面積、形状等とすることが重要である。 

(3) 児童の様々な学習を支援する学習センター的な機能、必要

な情報を収集・選択・活用し、その能力を育成する情報セ

ンター的な機能、学校における心のオアシスとなり、日々

の生活の中で児童がくつろぎ、自発的に読書を楽しむ読書

センター的な機能について計画することが重要である。 

(4) 司書教諭、図書委員等が図書その他の資料の整理、修理等

を行うための空間を確保することが望ましい。 

(5) 資料の展示、掲示等のための設備を設けることのできる空

間を確保することも有効である。 

(6) 図書を分散して配置する場合は、役割分担を明確にし、相

互の連携に十分留意して計画することが重要である。 

※4［評価項目の例］ 

（アウトプット）学校図書館を活用した授業の実施状況、

学校図書館の開館状況、図書の貸出冊数等 

（アウトカム）読書習慣の確立（不読率の低下、読書が好

きな児童生徒の増加、学校図書館の利用者数）等 
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が
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。
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テ
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・
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・
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利
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書
館

で
す

。
30

万
タ

イ
ト

ル
以

上
の

録
音

・
点

字
・

電
子

図
書

を
、

パ
ソ

コ
ン

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

・
専

用
機

器
を

使
っ

て
、

読
ん

だ
り

聴
い

た
り

で
き

ま
す

。
録

音
・

点
字

図
書

の
貸

出
を

依
頼

す
る

こ
と

も

で
き

ま
す

。
国

立
国

会
図

書
館

（
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
送

信
サ

ー
ビ

ス
）

の

デ
ー

タ
も

、
一

部
を

除
い

て
サ

ピ
エ

図
書

館
で

利
用

で
き

ま
す

。

サ
ピ

エ
図

書
館

sa
pi

e.
or

.jp
/

☎
06

-6
44

1-
10

78

国
立

国
会

図
書

館
や

全
国

の
公

共
図

書
館

や
大

学
図

書
館

な
ど

が
製

作
し

た

約
３

万
点

の
D

A
IS

Y・
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

・
点

字
デ

ー
タ

な
ど

を
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

利
用

で
き

ま
す

。

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

送
信

サ
ー

ビ
ス

国
立

国
会

図
書

館
☎

07
74

-9
8-

14
58

nd
l.g

o.
jp

/j
p/

su
pp

or
t/

se
nd

.h
tm

l

図
書

館
で

利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス

点
字

図
書

館

図
書

や
雑

誌
の

録
音

・
点

訳
・

貸
出

を
中

心
に

、
目

の
見

え
に

く
い

方
に

向
け

た

相
談

も
受

け
付

け
て

い
ま

す
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

や
施

設
の

紹
介

、
視

覚
障

害
者

用

機
器

の
使

用
方

法
の

説
明

な
ど

で
す

。
蔵

書
に

な
い

印
刷

物
の

録
音

・
点

訳
、

対
面

朗
読

サ
ー

ビ
ス

、
点

訳
・

音
訳

を
す

る
人

の
養

成
も

行
っ

て
い

ま
す

。

公
立

図
書

館

貸
出

・
郵

送
サ

ー
ビ

ス
さ

ま
ざ

ま
な

種
類

の
本

の
貸

出
を

行
っ

て
い

ま
す

。

点
字

・
録

音
図

書
や

雑
誌

は
、

一
部

の
障

害
者

に
無

料
で

郵
送

で
き

ま
す

。
本

を
自

宅
に

郵
送

し
て

く
れ

る
図

書
館

も
あ

り
ま

す
。

対
面

朗
読

サ
ー

ビ
ス

図
書

館
の

本
や

持
参

し
た

本
を

、
朗

読
者

が
直

接
読

み
上

げ
ま

す
。

短
い

も
の

は
電

話
で

対
応

し
て

く
れ

る
図

書
館

も
あ

り
ま

す
。

機
器

の
利

用
読

書
を

支
援

す
る

機
器

を
利

用
で

き
る

図
書

館
も

あ
り

ま
す

。

機
器

の
使

い
方

も
教

え
て

く
れ

ま
す

。

●
文

字
を

拡
大

し
て

表
示

す
る

「
拡

大
読

書
器

」

●
音

声
D

A
IS

Yな
ど

を
再

生
す

る
た

め
の

「
D

A
IS

Y再
生

機
」
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「
令
和
４
年
度

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
研
修
」
委
託
事
業

主
な
実
施
内
容

成
果

課
題

目
的
１

地
域
の
図
書
館
に
お
い
て
、
①
図
書
館
員

等
へ
の
研
修
の
実
施
、
②
図
書
館
に
お
け
る

「音
声
教
材
啓
発
コ
ー
ナ
ー
」の
設
置
に
よ
る

地
域
へ
の
音
声
教
材
の
啓
発
に
取
組
み
、

地
域
の
図
書
館
員
及
び
地
域
住
民
へ
音
声

教
材
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

〇
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
公
布
・
施
行

 読
み
に
困
難
の
あ
る
人
々
に
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な

電
子
書
籍
等
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
理
念

〇
通
常
の
小
中
学
校
に
は
、
読
み
書
き
に

 著
し
い
困
難
を
示
す
児
童
生
徒

:3
.5
％

→
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A

I
S
Y
図
書

→
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
電
子
書
籍
等
の
一
つ

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
理
念
に
則
り
、
読
み
に

困
難
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
地
域
図
書

館
や
学
校
図
書
館
が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
IS

Y
図
書
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

事
業
の
ね
ら
い

１
.図
書
館
員
等
や
学
校
司
書
へ
の
研
修
の
実
施

２
-1

.小
学
校
の
学
校
司
書
に
対
す
る
製
作
支
援

2
-2

.中
学
校
の
学
校
司
書
及
び
生
徒
に
対
す
る
製
作
支
援

大
阪
教
育
大
学

１
.大
阪
市
立
中
央
図
書
館
の
図
書
館
員
等
や
小
中
学
校
学
校

司
書
等
へ
の
研
修

テ
ー
マ
：
読
み
に
困
難
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
と
図
書
館

の
役
割
－
そ
の
背
景
と
音
声
教
材
に
つ
い
て
－

２
.小
中
学
校
の
学
校
司
書
に
対
す
る
音
声
教
材
の
製
作
支
援

目
的
２

小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
に
お
い
て
、
学
校

司
書
が
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
読
み
に
困
難

の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
IS

Y
図
書
を
製
作
・提

供
す
る
モ
デ
ル
を

構
築
す
る
こ
と

小
学
校
３
校
の
学
校
司
書
に
対
し
て
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
IS

Y
等
の
音
声

図
書
の
製
作
支
援
を
実
施
。

さ
ら
に
、
読
み
に
困
難
の
あ
る
児
童
が

活
用
し
や
す
い
図
書
館
に
な
る
よ
う

指
導
助
言
（
左
写
真
）
。

学
校
司
書
１
名
と
中
学
校
生
徒

1
8

名
が
児
童
書
「お
し
り
た
ん
て
い
」
(ポ
プ

ラ
社

) 
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
IS

Y
化
に

取
組
ん
だ
。

生
徒
は
テ
キ
ス
ト
入
力
グ
ル
ー
プ
、
画
像

編
集
グ
ル
ー
プ
、
音
声
入
力
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
製
作
支
援
し
た
。

図
書
室
の
ポ
ス
タ
ー
に

Q
R
コ
ー
ド

⇒
G

I
G

A
端
末
で
読
み
取
り

１
.図
書
館
員
等
へ
の
研
修
の
実
施

2
-1

.小
学
校
に
対
す
る
製
作
支
援
の
成
果

2
-2

.中
学
校
に
対
す
る
製
作
支
援
の
成
果

計
1
0
6
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
研
修
後
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
分
析
し
た
（
５
件
法
）
。

令
和
３
年
度
か
ら
継
続
し
て
研
修
を
受
講
し
た

図
書
館
員
等
の
平
均
点
の
上
昇
が
見
ら
れ
た
。

よ
っ
て
、
研
修
の
継
続
は
読
み
に
困
難
の
あ
る

子
ど
も
の
支
援
に
関
係
す
る
法
律
、
支
援
方
法

等
の
理
解
の
深
ま
り
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
。

学
校
司
書
が
「み
え
る
と
か
み
え
な
い
と
か
」

(ア
リ
ス
館

)、
「字

の
な
い
は
が
き
」
(小
学
館

)
「
ひ
ら
が
な
に
っ
き
」
(解
放
出
版
社

)な
ど
を

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
IS

Y
化
し
た
。

製
作
支
援
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
学
校
司
書

一
人
で
製
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〇
継
続
し
て
研
修
を
行
う
こ
と
で
、
読
み
に
困
難
の

 あ
る
子
ど
も
の
支
援
等
の
理
解
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
製
作
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
IS

Y
図
書
を
今
後

 図
書
室
で
読
め
る
よ
う
な
体
制
整
備
の
実
施
。

中
学
校
生
徒
が
製
作
し
た

「
お
し
り
た
ん
て
い
」
(ポ
プ
ラ
社

)
を
小
学
校
４
年
生
の
図
書
の

時
間
で
お
披
露
目
し
た
。

ま
と
め

令
和
4
年
度
「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
研
修
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
日
本
語

D
ro
p
T
a
lk

つ
く
る
ん
で
す

O
M
E
L
E
T

ま
な
ぶ
ん
で
す

O
M
E
L
E
T

の
こ
る
ん
で
す

O
M
E
L
E
T

に
ほ
ん
ご

ひ
ら
が
な

デ
ジ
タ
ル

iP
a
d
等

ア
ナ
ロ
グ

ゲ
ー
ム
等

各
種
カ
ル
タ
等

ひ
ら
が
な
と
英
語
表
記

文
章
の
途
中
の
文
字

体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム

読
み
に
困
難
の
あ
る
子
ど
も
に
関
わ
る

関
連
法
律
と
と
も
に
、
知
的
障
害
、

外
国
籍
の
子
ど
も
に
対
す
る
音
声

教
材
を
用
い
た
支
援
事
例
を
紹
介
。

図
書
の
時
間
終
了
後
に
参
加
し
た
児
童

6
5
名

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
肯
定
的

な
意
見
で
あ
っ
た
。
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文
部
科
学
省
 総

合
教
育
政
策
局

地
域
学
習
推
進
課
 図

書
館
・

学
校
図
書
館
振
興
室
 専

門
官
 工

藤
松
太
郎

 様

令
和
4
年
度
「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
研
修
」

実
施
内
容

成
果

課
題

各
図
書
館
で
の
環
境
整
備
に
向
け
て
、
よ

り
具
体
的
な
取
り
組
み
が
行
な
え
る
よ
う
、

以
下
の
点
に
特
化
し
、
参
加
者
の
意
識
の

向
上
を
図
る
⇒
具
体
的
取
組
み
に
繋
げ
る

・
各
図
書
館
に
お
け
る
施
設
面
と
サ
ー
ビ

ス
面
の
好
事
例
を
講
義
に
よ
っ
て
示
し
、

現
状
と
課
題
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

課
題
の
解
決
に
つ
い
て
考
え
る

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
を
行
い
、
多
角
的
な
視
点

を
得
る

○
各
図
書
館
で
の
環
境
整
備
に
向
け
て
、

よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
え
る
よ

う
、
好
事
例
を
示
し
、
理
解
を
広
げ
る

○
図
書
館
関
係
者
同
士
の
活
発
な
交
流
の

場
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
減
少

事
業
の
ね
ら
い

①
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
概
論

②
「
図
書
館
の
ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
」

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
本
計

画
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、

本
法
律
の
要
点
、
指
針
を
お
伝
え

い
た
だ
い
た
。

あ
ら
ゆ
る
人
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉

遣
い
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要

点
を
、
「
利
用
案
内
づ
く
り
」
を
通

し
て
学
ぶ
W
S
を
実
施
。

※
所
属
先
の
規
程
に
よ
り
、
外
出

制
限
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
演

○
参
加
者
同
士
の
活
発
な
意
見
交
換
が
果

た
せ
た

○
好
事
例
を
示
し
、
課
題
や
目
標
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
理
解
を
促
進
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
図
書
館

内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
的
な

課
題
と
解
決
案
」
を
書
き

記
し
た
模
造
紙
。
各
班
で

の
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。

「
利
用
案
内
情
報
」
を
分

か
り
や
す
い
表
現
に
書

き
換
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
各
班
で
話
し
合
い
、

分
か
り
や
す
さ
を
検
討
し

た
。

公
益
財
団
法
人
文
字
活
字
文
化
推
進
機
構

①
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
概
論

②
WS
「
図
書
館
の
ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
」

③
WS
「
図
書
館
の
ハ
ー
ド
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
」

質
疑
応
答
・
ま
と
め

※
事
前
に
当
機
構
の
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

関
連
動
画
の
視
聴
と
、
自
館
の
課
題
点

の
調
査
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
課
し
た

一
般
社
団
法
人
ス
ロ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

副
理
事
長
羽
山
慎
亮

 様

②
「
図
書
館
の
ハ
ー
ド
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
」

鹿
島
建
設
株
式
会
社
一
級
建
築

博
士
（
人
間
科
学
）
原

利
明

 様

※
会
場
の
一
角
に
は
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書
籍
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A

IS
Y
を

 展
示
。
参
加
者
ら
に
は
、
自
由
に
手
に
取
っ
て
閲
覧
い
た
だ
い
た

視
覚
障
害
当
事
者
の
立
場
か
ら
、
使

い
や
す
い
施
設
の
工
夫
点
な
ど
、
好

事
例
を
紹
介
。
各
班
で
図
書
館
施
設

の
課
題
等
を
考
え
る
Ｗ
Ｓ
を
実
施
。

担
当
・
地
域
の
異
な
る
参
加
者
同
士
が
、

各
視
点
を
踏
ま
え
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
全
体
や
自
館

の
課
題
の
認
識
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
意

欲
向
上
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
、
ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
各
館
で
も
す
ぐ
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
「
分
か
り
や
す
い
利
用
案

内
」
を
作
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
た
。

※
成
果
に
つ
い
て
は
、
「参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
別
添
資
料
）に
基
づ
き
ま
と
め
た

有
限
会
社

読
書
工
房

 
代
表

 成
松
一
郎

 様
（
総
合
司
会
及
び

ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
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第
１
０

回
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
の

推
進

に
係

る
関

係
者

協
議

会
資

料
（関

係
省

庁
等

）

所
属

基
本

計
画

資
料

番
号

①

Ⅲ
.５

（
第

1
3

条
関

係
）
 外

国
か

ら
の

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
等

の
入

手
の

た
め

の
環

境
整

備

【中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

機
関

に
係

る
周

知
等

】
外

国
で

製
作

さ
れ

た
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
の

円
滑

な
入

手
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
連

絡
・相

談
窓

口
と

し
て

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

機
関

の
連

絡
先

や
入

手
に

当
た

っ
て

の
手

続
・留

意
事

項
等

に
つ

い
て

引
き

続
き

丁
寧

な
周

知
を

行
っ

た
。

（参
考

）
現

在
、
文

化
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、
国

立
国

会
図

書
館

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

全
国

視
覚

障
害

者
情

報
提

供
施

設
協

会
の

連
絡

先
や

関
連

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
、
国

立
国

会
図

書
館

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

は
、
①

国
内

在
住

の
個

人
及

び
図

書
館

等
向

け
に

、
外

国
で

製
作

さ
れ

た
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
の

国
内

（日
本

）へ
の

取
寄

せ
方

法
、
②

外
国

在
住

の
個

人
及

び
図

書
館

等
向

け
に

、
同

館
が

所
蔵

す
る

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

の
外

国
へ

の
提

供
に

つ
い

て
、
詳

細
に

案
内

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
・文

化
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.b

u
n

k
a
.g

o
.j

p
/s

e
is

a
k
u

/c
h

o
s
a
k
u

k
e

n
/h

o
k
a
is

e
i/

m
a
rr

a
k
e

s
h

/
・国

立
国

会
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

:/
/w

w
w

.n
d

l.
g

o
.j

p
/j

p
/s

u
p

p
o

rt
/i

n
d

e
x
.h

tm
l

外
国

で
製

作
さ

れ
た

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
等

の
円

滑
な

入
手

を
促

進
す

る
た

め
、
国

内
外

の
連

絡
・
相

談
窓

口
と

し
て

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

機
関

の
連

絡
先

や
入

手
に

当
た

っ
て

の
手

続
・
留

意
事

項
等

に
つ

い
て

引
き

続
き

丁
寧

な
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
運

用
状

況
も

踏
ま

え
つ

つ
、
必

要
に

応
じ

て
更

な
る

環
境

整
備

を
行

う
。

ま
た

、
文

化
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

る
情

報
を

必
要

に
応

じ
て

更
新

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、
著

作
権

に
関

す
る

講
習

会
等

、
機

会
を

と
ら

え
て

周
知

を
行

う
。

（
参

考
）

現
在

、
文

化
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、
国

立
国

会
図

書
館

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

全
国

視
覚

障
害

者
情

報
提

供
施

設
協

会
の

連
絡

先
や

関
連

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
、
国

立
国

会
図

書
館

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

は
、
①

国
内

在
住

の
個

人
及

び
図

書
館

等
向

け
に

、
外

国
で

製
作

さ
れ

た
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
の

国
内

（
日

本
）
へ

の
取

寄
せ

方
法

、
②

外
国

在
住

の
個

人
及

び
図

書
館

等
向

け
に

、
同

館
が

所
蔵

す
る

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

の
外

国
へ

の
提

供
に

つ
い

て
、
詳

細
に

案
内

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
・
文

化
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.b
u

n
k
a
.g

o
.j

p
/
s
e

is
a
k
u

/
c
h

o
s
a
k
u

k
e

n
/
h

o
k
a
is

e
i/

m
a
rr

a
k
e

s
h

/
・
国

立
国

会
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.n
d

l.
g

o
.j

p
/
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
in

d
e

x
.h

tm
l

課
長

　
籾

井
　

圭
子

 　
文

化
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

継
続

し
て

周
知

を
行

う
と

と
も

に
、
著

作
権

セ
ミ

ナ
ー

・講
習

会
（年

５
回

）の
受

講
者

（1
1
,6

1
8

名
）に

対
し

て
も

、
外

国
で

製
作

さ
れ

た
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
の

円
滑

な
入

手
を

促
進

す
る

た
め

の
、
国

内
外

の
連

絡
・相

談
窓

口
と

し
て

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

機
関

な
ど

に
つ

い
て

の
周

知
を

行
っ

た
。
（令

和
２

年
度

実
績

、
受

講
者

総
数

：1
,6

3
6

名
）

課
題

・補
足

省
庁

等
文

化
庁

著
作

権
課

役
職

・氏
名

こ
れ

ま
で

の
取

組
成

果
・達

成
状

況
今

後
の

取
組

・目
標
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第
1
0

回
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
の

推
進

に
係

る
関

係
者

協
議

会
資

料
（関

係
省

庁
等

）

所
属

基
本

計
画

資
料

番
号

①

Ⅲ
.７

（
第

1
6

条
関

係
）
外

国
か

ら
の

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
等

・
端

末
機

器
等

に
係

る
先

端
的

技
術

等
の

研
究

開
発

の
推

進
等

総
－
１

【障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
研

究
開

発
へ

の
助

成
】

IC
T

分
野

の
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
促

進
支

援
事

業
【別

添
資

料
１
】を

通
じ

て
、
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
・端

末
機

器
等

を
含

む
障

害
者

等
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
IC

T
機

器
・サ

ー
ビ

ス
の

技
術

開
発

の
促

進
や

、
技

術
的

な
課

題
の

解
決

に
資

す
る

調
査

研
究

等
を

実
施

。

　
令

和
５

年
度

の
IC

T
分

野
の

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

促
進

支
援

事
業

を
通

じ
て

、
障

害
者

等
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
IC

T
機

器
・サ

ー
ビ

ス
の

研
究

開
発

等
を

実
施

(助
成

件
数

1
1
件

）。

　
障

害
者

等
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
IC

T
機

器
・
サ

ー
ビ

ス
の

研
究

開
発

の
成

果
の

社
会

実
装

に
よ

る
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
環

境
の

整
備

（
先

進
的

な
IC

T
機

器
の

社
会

実
装

、
サ

ー
ビ

ス
高

度
化

等
）
の

継
続

。

研
究

開
発

助
成

事
業

の
事

業
化

率
5

0
％

以
上

：令
和

７
年

度
5

0
%

課
題

・補
足

省
庁

等
総

務
省

情
報

流
通

行
政

局
 情

報
流

通
振

興
課

 情
報

活
用

支
援

室
役

職
・氏

名
課
長
補
佐
・
輿
石
美
和

こ
れ

ま
で

の
取

組
成

果
・達

成
状

況
今

後
の

取
組

・目
標
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通
信

・
放
送

分
野

に
お
け
る
情

報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
促

進
支

援
事
業


デ
ジ
タル
・デ
ィバ
イド
を
解
消
し、
障
害
者
や
高
齢
者
を
含
め
た
、誰

も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
恩
恵
を
享
受
で
き
る
情
報
バ
リア
フリ
ー
環
境

を
実
現
す
る
た
め
、以

下
の
助
成
を
実
施
。

①
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
に
向
け
た
技
術
等
研
究
開
発

本
省

高
齢
者
・障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
通
信
・放
送
サ
ー
ビス
の
充
実
に
向
け
た
、新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
・サ
ー
ビ
ス
の
研
究
開
発
を
行
う

者
に
対
し、
経
費
の
２
分
の
１
（
最
大

30
00
万
円
）
を
上
限
とし
て
助
成
金
を
交
付
。

②
情
報
バ
リア
フリ
ー
通
信
・放
送
役
務
提
供
・開
発
推
進
助
成
金

N
IC

T
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（

N
IC

T）
を
通
じ、
身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
通
信
・放
送
役
務
の
提
供
を

行
う者

に
対
し、
経
費
の
２
分
の
１
を
上
限
とし
て
助
成
金
を
交
付
。

モ
バ

イ
ル

型
情

報
保

障
サ

ー
ビ
ス
（
e
-
ミ
ミ
）

聴
覚
障
害
者
の
学
び
を
支
援
す
る
た
め
、高

等
学
校
・大
学
及
び
講
習
会
・セ
ミ

ナ
ー
へ
の
、遠

隔
地
か
らの
パ
ソ
コン
文
字
通
訳

（
要
約
筆
記
）
に
よ
る
文
字
情

報
の
配
信
提
供
。

② イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て 、 会 場 内 の 利 用 者

が 持 っ て い る ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト 端 末

に 字 幕 と し て 表 示 。

① ス マ ー ト フ ォ ン を 通 し て 送 ら れ た

会 場 内 の 音 声 を 文 字 へ 変 換 。

駅
構
内
を
想
定
し
た
視

覚
障

害
者

の
歩

行
誘

導
サ
ー
ビ
ス
の

研
究

開
発

地
下
鉄
の
駅
構
内
に
設
置
し
た

Q
R
コー
ド
か
ら
の
情
報
とメ
ガ
ネ
型
ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ

ス
か
ら
得
た
情
報
を
ス
マ
ー
トフ
ォン
で
統
合
し、
クラ
ウ
ドサ
ー
ビス
を
利
用
しな
が
ら、
道
案

内
、駅
構
内
情
報
、危
険
回
避
、さ
ら
に
は
広
告
の
提
示
な
どを
実
現

（
参

考
）
助
成
事
例

令
和

６
年

度
予

算
額

１
１
５
百
万
円

 

総
－
１

1
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2

対
象
事
業
者

対
象
事
業
名

１
株
式
会
社
想
隆
社

視
覚
障
害
者
・デ
ィス
レ
クシ
ア
の
た
め
の
音
声
を
使
った
読
書
方
法
の
研
究
開
発

２
イー
ス
ト株

式
会
社

機
械
学
習
を
活
用
した
非
ア
クセ
シ
ブ
ル
な

PD
F文
書
の
構
造
化
とテ
キ
ス
ト抽

出
に

関
す
る
研
究
開
発

デ
ジ
タル
・デ
ィバ
イド
解
消
に
向
け
た
技
術
等
研
究
開
発

情
報
バ
リア
フリ
ー
通
信
・放
送
役
務
提
供
・開
発
推
進
助
成
金

対
象
事
業
者

対
象
事
業
名

１
株
式
会
社
コン
ピ
ュー
タサ
イエ
ン
ス

研
究
所

視
覚
障
害
者
向
け
歩
行
支
援
サ
ー
ビス
の
開
発

２
特
定
非
営
利
活
動
法
人

メデ
ィア
・ア
クセ
ス
・サ
ポ
ー
トセ
ン
ター

映
画
・映
像
・舞
台
芸
術
等
に
対
応
した
クラ
ウ
ド型

情
報
保
障
サ
ー
ビス
の
提
供

３
株
式
会
社
デ
ジ
タル
ア
テ
ン
ダン
ト

AI
／

Ch
at

GP
Tに
よ
る
視
覚
障
害
者
歩
行
支
援
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
開
発

通
信
・放
送
分
野
に
お
け
る
情
報
バ
リア
フリ
ー
促
進
支
援
事
業

（
令
和
５
年
度
採
択
案
件
）

2
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第
1
0

回
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
の

推
進

に
係

る
関

係
者

協
議

会
資

料
（関

係
省

庁
等

）

所
属

基
本

計
画

資
料

番
号

①
Ⅲ

.１
（第

９
条

関
係

）（
１
）ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

書
籍

等
の

充
実

②
Ⅲ

.１
（第

９
条

関
係

）（
１
）ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

書
籍

等
の

充
実

③
Ⅲ

.２
（第

1
0

条
関

係
）イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

の
強

化
国
図
-１

【各
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

の
周

知
】

国
立

国
会

図
書

館
が

提
供

す
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
、
サ

ピ
エ

図
書

館
等

に
つ

い
て

、
研

修
等

の
機

会
を

通
じ

て
周

知
し

た
。

・視
覚

障
害

者
等

が
全

国
に

あ
る

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
書

籍
等

を
統

合
的

に
検

索
で

き
る

新
た

な
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
令

和
6

年
1
月

5
日

に
み

な
サ

ー
チ

（国
立

国
会

図
書

館
障

害
者

用
資

料
検

索
）正

式
版

を
公

開
し

た
【別

添
資

料
1
】。

・公
共

図
書

館
、
大

学
図

書
館

等
で

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
を

担
当

す
る

司
書

・職
員

を
対

象
と

し
た

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
担

当
職

員
向

け
講

座
を

、
毎

年
度

実
施

し
た

（日
本

図
書

館
協

会
と

共
催

）。
同

講
座

で
は

、
国

立
国

会
図

書
館

が
提

供
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

や
サ

ピ
エ

図
書

館
に

関
す

る
講

義
を

設
け

て
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
の

周
知

を
図

っ
た

。
令

和
2

年
度

か
ら

令
和

5
年

度
ま

で
の

4
か

年
で

、
図

書
館

員
等

延
べ

8
1
0

名
が

同
講

座
の

講
義

に
参

加
し

た
。

・み
な

サ
ー

チ
に

お
い

て
、
引

き
続

き
視

覚
障

害
者

等
が

全
国

に
あ

る
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

書
籍

等
を

統
合

的
に

検
索

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 ま

た
、
関

係
機

関
・団

体
等

を
通

じ
て

シ
ス

テ
ム

の
周

知
を

図
る

。
・視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
送

信
サ

ー
ビ

ス
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

た
め

、
研

修
等

の
機

会
を

通
じ

て
引

き
続

き
周

知
を

図
る

。
・公

共
図

書
館

、
大

学
図

書
館

等
で

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
を

担
当

す
る

司
書

・職
員

を
対

象
と

し
た

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
担

当
職

員
向

け
講

座
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。

【国
立

国
会

図
書

館
で

の
製

作
及

び
他

機
関

製
作

分
の

収
集

】
・他

機
関

で
は

製
作

が
困

難
な

学
術

文
献

に
つ

い
て

、
視

覚
障

害
者

等
向

け
録

音
図

書
や

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
を

製
作

し
た

。
・公

共
図

書
館

、
大

学
図

書
館

等
の

デ
ー

タ
提

供
館

か
ら

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

を
収

集
し

た
。

・デ
ジ

タ
ル

化
資

料
の

O
C

R
テ

キ
ス

ト
化

事
業

を
実

施
し

た
。

・オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
で

公
開

可
能

な
O

C
R

の
研

究
開

発
も

併
せ

て
実

施
し

た
。

・令
和

2
年

度
か

ら
令

和
5

年
度

ま
で

の
4

か
年

で
、
視

覚
障

害
者

等
向

け
録

音
図

書
（D

A
IS

Y
仕

様
）を

4
5

タ
イ

ト
ル

(1
,4

3
5

時
間

分
）製

作
し

た
。
ま

た
、
 

1
7

0
タ

イ
ト

ル
の

校
正

済
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

と
3

1
1
タ

イ
ト

ル
の

未
校

正
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

を
製

作
し

た
。

・令
和

2
年

度
か

ら
令

和
5

年
度

ま
で

の
4

か
年

で
、
公

共
図

書
館

、
大

学
図

書
館

等
か

ら
計

1
6

,1
8

6
件

の
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
を

収
集

し
た

。
デ

ー
タ

提
供

館
は

5
0

館
増

加
し

て
、
令

和
5

年
度

末
現

在
1
4

1
館

と
な

っ
た

。
・令

和
5

年
度

末
時

点
で

、
当

館
が

製
作

し
た

デ
ー

タ
、
デ

ー
タ

提
供

館
等

か
ら

収
集

し
た

デ
ー

タ
、
デ

ジ
タ

ル
化

資
料

か
ら

O
C

R
処

理
に

よ
り

作
成

し
た

全
文

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
を

あ
わ

せ
て

、
約

2
5

1
万

件
（内

訳
は

以
下

参
照

）の
デ

ー
タ

を
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
送

信
サ

ー
ビ

ス
で

提
供

し
て

い
る

。
令

和
2

年
度

か
ら

令
和

5
年

度
ま

で
の

4
か

年
で

約
2

4
8

万
件

増
加

し
た

。
　

当
館

製
作

の
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
	　

3
,1

8
6

点
　

当
館

が
収

集
し

た
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
	　

4
0

,3
6

4
点

　
デ

ジ
タ

ル
化

資
料

の
全

文
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

	　
2

,4
6

5
,9

1
8

点
　

計
	2

,5
0

9
,4

6
8

点
・明

治
期

以
降

に
刊

行
さ

れ
た

活
字

の
デ

ジ
タ

ル
化

資
料

を
当

館
に

お
い

て
テ

キ
ス

ト
化

す
る

た
め

の
O

C
R

を
令

和
3

年
度

に
開

発
し

、
N

D
L
O

C
R

と
名

付
け

て
令

和
4

年
5

月
に

C
C

 B
Y

ラ
イ

セ
ン

ス
で

一
般

公
開

し
た

。
令

和
4

年
度

に
は

、
N

D
L
O

C
R

に
対

し
て

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

と
し

て
適

す
る

よ
う

読
み

順
の

整
序

等
の

機
能

を
付

与
し

、
性

能
改

善
も

行
う

追
加

開
発

を
実

施
し

、
N

D
L
O

C
R

 v
e

r.
2

と
し

て
令

和
5

年
5

月
に

同
じ

く
C

C
 B

Y
ラ

イ
セ

ン
ス

で
一

般
公

開
し

た
。

・他
機

関
で

は
製

作
が

困
難

な
学

術
文

献
に

つ
い

て
、
視

覚
障

害
者

等
向

け
録

音
図

書
（D

A
IS

Y
仕

様
）及

び
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

を
引

き
続

き
製

作
す

る
。

・公
共

図
書

館
、
大

学
図

書
館

等
の

デ
ー

タ
提

供
館

か
ら

、
引

き
続

き
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

。
・デ

ジ
タ

ル
化

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

、
順

次
N

D
L
O

C
R

 v
e

r.
2

を
用

い
た

O
C

R
処

理
に

よ
る

デ
ジ

タ
ル

化
資

料
の

テ
キ

ス
ト

化
を

行
い

、
出

版
者

等
に

よ
る

所
定

の
除

外
確

認
手

続
を

経
て

、
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
送

信
サ

ー
ビ

ス
で

提
供

す
る

。
・オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

で
公

開
可

能
な

O
C

R
に

つ
い

て
性

能
向

上
や

機
能

拡
張

に
関

す
る

研
究

開
発

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

【図
書

館
等

に
お

け
る

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
製

作
支

援
の

実
験

の
取

組
】

国
立

国
会

図
書

館
の

共
同

校
正

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

、
日

本
点

字
図

書
館

等
の

参
加

機
関

が
テ

キ
ス

ト
D

A
IS

Y
等

を
製

作
し

た
。
（ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

製
作

実
験

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

令
和

2
年

度
か

ら
令

和
5

年
度

ま
で

の
4

か
年

で
、
国

立
国

会
図

書
館

の
共

同
校

正
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
、
日

本
点

字
図

書
館

等
の

参
加

機
関

が
1
,8

6
0

点
の

テ
キ

ス
ト

D
A

IS
Y

等
を

製
作

し
た

。

引
き

続
き

、
参

加
機

関
に

よ
る

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
製

作
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
公

共
図

書
館

等
に

お
け

る
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

製
作

支
援

の
枠

組
み

を
検

討
す

る
。

こ
れ

ま
で

の
取

組
成

果
・達

成
状

況
今

後
の

取
組

・目
標

省
庁

等
国

立
国

会
図

書
館

関
西

館
役

職
・氏

名
図
書
館
協
力
課
長
　
渡
邉
斉
志
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④
Ⅲ

.４
（
第

1
2

条
関

係
）
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
の

販
売

等
の

促
進

等
国
図
-２

⑤

Ⅲ
.５

（
第

1
3

条
関

係
）
 外

国
か

ら
の

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
等

の
入

手
の

た
め

の
環

境
整

備

⑥
Ⅲ

.８
（
第

1
7

条
関

係
）
（
１
）
司

書
、
司

書
教

諭
・
学

校
司

書
、
職

員
等

の
資

質
向

上

課
題

・補
足

【
マ

ラ
ケ

シ
ュ

条
約

に
基

づ
く

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

の
国

際
交

換
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

】
外

国
で

製
作

さ
れ

た
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
の

円
滑

な
入

手
及

び
国

内
で

製
作

さ
れ

た
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
の

外
国

へ
の

提
供

を
促

進
し

た
。

令
和

2
年

度
か

ら
令

和
5

年
度

ま
で

の
4

か
年

で
、
国

内
の

図
書

館
等

か
ら

2
1

件
の

依
頼

を
受

け
て

、
外

国
で

製
作

さ
れ

た
点

字
デ

ー
タ

、
音

声
D

A
IS

Y
等

8
4

タ
イ

ト
ル

を
収

集
し

、
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
送

信
サ

ー
ビ

ス
を

通
じ

て
提

供
し

た
。
ま

た
、
海

外
の

機
関

か
ら

2
件

の
依

頼
を

受
け

て
、
国

内
で

製
作

さ
れ

た
視

覚
障

害
者

等
用

デ
ー

タ
1
9

タ
イ

ト
ル

を
提

供
し

た
。

引
き

続
き

、
マ

ラ
ケ

シ
ュ

条
約

に
基

づ
く

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ー
タ

の
国

際
交

換
サ

ー
ビ

ス
を

着
実

に
実

施
す

る
。

【司
書

等
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

】
国

立
国

会
図

書
館

が
提

供
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

、
サ

ピ
エ

図
書

館
等

に
つ

い
て

、
研

修
等

の
機

会
を

通
じ

て
周

知
し

た
。

各
種

図
書

館
で

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
を

担
当

す
る

司
書

・職
員

を
対

象
と

し
た

講
座

・講
演

を
実

施
・
提

供
し

た
。

※
詳

細
は

③
を

参
照

。

公
共

図
書

館
、
大

学
図

書
館

等
で

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
を

担
当

す
る

司
書

・職
員

を
対

象
と

し
た

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
担

当
職

員
向

け
講

座
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。

【
民

間
電

子
書

籍
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、
図

書
館

に
お

け
る

適
切

な
基

準
の

整
理

】
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
を

提
供

す
る

民
間

電
子

書
籍

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
図

書
館

に
お

け
る

適
切

な
基

準
の

整
理

を
行

い
、
図

書
館

へ
の

導
入

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
以

下
を

実
施

し
た

。
・
令

和
2

年
度

～
3

年
度

：「
図

書
館

に
お

け
る

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
検

討
会

」（
以

下
、
「検

討
会

」
と

い
う

）を
立

ち
上

げ
た

（現
在

ま
で

に
1
0

回
開

催
）。

各
種

図
書

館
、
電

子
図

書
館

事
業

者
、
障

害
者

団
体

を
対

象
と

し
た

調
査

を
実

施
し

、
「図

書
館

に
お

け
る

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
検

討
会

令
和

3
年

度
報

告
書

」と
し

て
と

り
ま

と
め

た
（令

和
4

年
度

に
公

開
）。

・
令

和
4

年
度

：電
子

図
書

館
を

視
覚

障
害

者
等

が
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

必
要

な
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

係
る

要
件

を
整

理
し

、
「電

子
図

書
館

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
対

応
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
1
.0

」を
作

成
し

た
（
令

和
5

年
度

に
公

開
）
。

・
令

和
5

年
度

：上
記

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
普

及
活

動
及

び
発

達
障

害
等

の
児

童
を

対
象

と
す

る
調

査
を

実
施

し
た

。
令

和
5

年
度

の
取

組
に

つ
い

て
は

別
添

資
料

2
を

参
照

。

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
作

成
の

基
礎

的
な

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
「図

書
館

に
お

け
る

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
電

子
書

籍
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
検

討
会

　
令

和
3

年
度

報
告

書
」
を

と
り

ま
と

め
、
公

表
し

た
。

・
電

子
図

書
館

を
視

覚
障

害
者

等
が

利
用

す
る

に
あ

た
っ

て
必

要
な

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
係

る
要

件
を

整
理

し
た

「電
子

図
書

館
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

対
応

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

1
.0

」
を

作
成

、
公

表
し

た
。

・
令

和
6

年
度

に
計

画
し

て
い

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
更

新
に

係
る

検
討

の
基

礎
と

す
る

デ
ー

タ
を

得
る

た
め

、
発

達
障

害
（デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

を
含

む
）等

の
児

童
を

対
象

と
す

る
調

査
を

実
施

し
た

。

＜
令

和
6

年
度

の
目

標
＞

・令
和

5
年

度
に

実
施

し
た

調
査

の
結

果
等

に
基

づ
き

、
検

討
会

を
3

回
程

度
開

催
し

て
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

更
新

す
る

内
容

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

・令
和

５
年

度
に

継
続

し
て

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

利
用

を
促

す
た

め
に

、
図

書
館

関
係

者
及

び
出

版
関

係
者

の
集

う
イ

ベ
ン

ト
等

に
参

加
し

て
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

説
明

を
行

う
。
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国
立

国
会
図
書
館
障
害
者
用
資
料
検
索
（
み
な
サ
ー
チ
）
正

式
版

の
公

開

概
要

全
国

に
あ
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書
籍
等
を
統

合
的

に
検
索

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

令
和

5
年

3
月

の
β

版
の
公
開
を
経
て
、
令
和

6
年

1
月

に
国

立
国

会
図
書

館
障
害

者
用

資
料

検
索

（
み
な
サ
ー
チ
）
正
式
版
を
公
開
し
た
。

み
な
サ
ー
チ
を
通

じ
て
、
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
送

信
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
し
た

視
覚

障
害

者
等

の
方

や
同
サ
ー
ビ
ス
の
送
信
承

認
館
を
対

象
に
、
国
立

国
会
図

書
館
の

デ
ジ
タ
ル
化

資
料

か
ら
文
字
認
識
処
理
（Ｏ

Ｃ
Ｒ
処

理
）を

す
る
こ
と
に
よ
り
作

成
し
た

全
文

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
（
現
時
点
で
約

2
4

7
万
点

）等
の

提
供

を
行

っ
て
い

る
。

事
業
内

容

１
．
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ
を
高

め
た

シ
ス
テ
ム

音
声

読
み
上

げ
・
画
面
拡
大
・点

字
表
示
な
ど
様

々
な
支

援
技

術
を
使

用
す
る
視

覚
障

害
者

等
に
と
っ
て
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
書
籍
等
を
よ
り

見
つ
け
や
す
く
、
使

い
や
す
い
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
備
え
た
統

合
検

索
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

２
．
検
索

対
象
の
拡
大

サ
ピ
エ
図

書
館

等
の
こ
れ
ま
で
の
検
索
対
象
に
加

え
て
、
国
立

国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
化

資
料

の
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
、
国
立
国
会
図
書
館

歴
史

的
音

源
、
日

本
出
版
イ
ン
フ
ラ
セ
ン
タ
ー
出

版
情

報
登

録
セ
ン
タ
ー
（
J
P

R
O
）が

公
開

し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
の
読
み
上
げ
対
応

の
電

子
書

籍
や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
、
青
空
文

庫
、
C

iN
ii
 R

e
s
e

a
rc

h
（障

害
者
用

資
料
の

み
）、

国
立
情
報
学
研
究
所
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

資
料

メ
タ
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
検
索
対

象
に
追

加
。

（検
索
可
能
な
書
誌
デ
ー
タ
数
は

1
0

0
万
件
→

5
2

0
万
件
に
増
加
）

３
.
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
拡

大
デ
ジ
タ
ル
化

資
料

を
画
像
デ
ー
タ
の
形
で
は
利
用

す
る
こ
と
が

困
難
な
視

覚
障

害
者
等

の
方

に
全

文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
音

声
読

み
上

げ
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
内
容
を
読
み
上

げ
て
確

認
し
た
り
、
本
文

を
点
字

で
表
示

し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
。

＜
利

用
者
の
声
＞

•
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
が
身
近
に
な
っ
た
。

•
自
宅
に
い
な
が
ら
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
資
料
を
多
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
あ
り
が
た
い
。

•
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
、
学
術
論
文
や
雑
誌
が
多
い

の
で
、
利
用
価
値
が
高
い
。

国
図
－
１
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「
図
書
館

に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
電
子

書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
検
討
会
」

に
お
け
る
令
和

5
年

度
の

検
討

状
況

に
つ
い
て

1
.ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の

普
及

広
報

活
動

令
和

5
年

7
月

1
9
日
、
国
立
国
会
図
書
館

W
e

b
サ
イ
ト
上

で
「
電
子

図
書
館

に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

1
.0

」
（以

下
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
。
）
を
公
開
し
た
。
そ
の
普

及
・
広
報

活
動
と
し
て
、
各

種
広

報
媒
体

に
計

6
件
寄
稿
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
計

8
件
登
壇
し
た
。

代
表

的
な
も
の

は
下

表
の
と
お
り
。

日
付

媒
体
名

執
筆
者
等

題
目

出
版
者

掲
載
ペ
ー
ジ
等

令
和

5
年

9
月

1
日

『学
校
図
書
館
』

国
立
国
会
図
書
館
職
員

「電
子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

1
.0

」の
学
校
図
書
館
に
お
け
る
意
義

と
活
用
方
法

全
国
学
校
図
書

館
協
議
会

第
8

7
5
号

5
2

-5
4
頁

令
和

6
年

1
月

1
9
日

『電
子
図
書
館
・電

子
書
籍

サ
ー
ビ
ス
調
査
報
告

2
0

2
3
』

国
立
国
会
図
書
館
職
員

国
立
国
会
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

取
組

樹
村
房
（一

般
社

団
法
人
電
子
出

版
制
作
・流

通
協

議
会
監
修
）

5
1
-6

4
頁

日
付

イ
ベ
ン
ト
名

報
告
者
等

題
目

主
催
者

会
場

令
和

5
年

9
月

2
6
日

令
和
５
年
度

IC
T
活
用

講
座

国
立
国
会
図
書
館
職
員

電
子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
紹
介

千
葉
県
立
西
部

図
書
館

千
葉
県
立
西
部

図
書
館

 &
 オ

ン
ラ
イ
ン

令
和

5
年

1
0
月

2
5
日

第
2

5
回
図
書
館
総
合
展

フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
大

学
近

藤
武

夫
教

授
、

専
修
大

学
植

村
八

潮
教

授
、

日
本
書

籍
出

版
協

会
田

中
敏
隆
氏

、
日

本
図

書
館

協
会

佐
藤
聖

一
氏

、
国

立
国

会
図

書
館
職

員

あ
な
た
も
わ
た
し
も
読
み
や
す
く
な
る
！
ア
ク

セ
シ
ブ
ル
な
電
子
図
書
館
を
実
現
す
る
第
一
歩

―
『電

子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』を

足
掛
か
り
に
―

図
書
館
総
合
展

運
営
委
員
会

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー

ル
&

 動
画
配
信

令
和

5
年

1
1
月

1
7
日

第
1
0

9
回
全
国
図
書
館
大

会
岩
手
大
会

第
8
分
科

会
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

国
立
国
会
図
書
館
職
員

最
新
の

IC
T
技
術
・ア

ク
セ
シ
ブ
ル
な
電
子
図
書

館
を
活
用
し
て
目
指
す
、
障
害
者
の
読
書
環
境

:
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
電
子
図
書
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

日
本

図
書

館
協

会
い
わ
て
県
民
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー

（ア
イ
ー
ナ
）

国
図
－
２ 2
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「
図
書
館

に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
電
子

書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
検
討
会
」

に
お
け
る
令
和

5
年

度
の

検
討

状
況

に
つ
い
て

2
.
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

更
新

準
備

：
「
読

み
困
難
が
あ
る
電

子
図
書

館
利
用

者
の

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
機

能
に
係

る
調

査
」

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
時
に
中
長
期
の
課
題
と
さ
れ
た
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
機
能

（「
色
反

転
」「
フ
ォ
ン
ト
の
変
更
」「

字
間
や
行
間
の
調
整
」「
縦
書
き

と
横

書
き
の

切
り
替

え
」「
ル
ビ
付
与
」「

分
か
ち
書

き
」「
ハ
イ
ラ
イ
ト
」）
に
つ
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
更

新
に
係
る
検
討
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
を
得

る
た
め
、
大

阪
医

科
薬
科
大
学
に
委
託
し
て
、
発

達
障

害
（デ

ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
含
む
）等

の
児
童

を
対
象
と
す
る
調
査
を
実
施
し
、
報
告
書
を
ま

と
め
た
。

概
要

1
調

査
の

概
要

第
一
段

階
の
文
献
調
査
と
し
て
、
既
存
の
研
究
等
の
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
知
見
を
整
理
し
、
第
二
段
階
の
実
験
調
査
と
し
て
、

既
存

の
調

査
で
は
不
十
分
だ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
新
規
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
分
析
し
た
。

2
文

献
調

査
の

結
果

色
反

転
と
フ
ォ
ン
ト
の
変
更
に
つ
い
て
、
最
適
な
色
の
組
合
せ
や
障
害
に
適
し
た
フ
ォ
ン
ト
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
変
更
可
能

で
あ
る
こ
と
の
有
効
性
は
示
さ
れ
た
。
字
間
・
行
間
、
縦
書
き
と
横
書
き
の
切
替
え
、
ル
ビ
付
与
に
つ
い

て
は
十
分

な
根
拠

が
得

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

実
験

調
査

の
対
象
と
し
た
。
分
か
ち
書
き
と
ハ
イ
ラ
イ
ト
付
与
に
つ
い
て
も
、
確
た
る
結
論
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
験
に
要
す
る
コ
ス
ト
の
大
き
さ

か
ら
、
実

験
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。

3
実

験
調

査
の

結
果

字
間

を
変

更
で
き
る
こ
と
は
読
み
や
す
さ
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
確

認
で
き
た
。
行
間
の
調
整
は
字
間
と
比
較
し
て
効
果
が
十
分

に
確

認
で
き
た
と
は
言

え
ず
、
優
先
度
は
低
い
。
ル
ビ
付
与
に
つ

い
て
は
、
ル
ビ
が
あ
っ
た
方
が
良
い
と
は
言
え
そ
う
だ
が
、
ル
ビ
文

字
の

大
き
さ
や
ル
ビ
文
字
と
親
文
字
の
距
離
な
ど
具
体
的
な
仕

様
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
な
い
。
縦
書
き
と
横
書
き
の
切
り
替

え
は
右

の
グ
ラ
フ
に
示
し
た
と
お
り
、
縦
書
と
横
書
に
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
読
み
速
度
を
改
善
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

有
効

性
が

認
め
ら
れ
る
。

（
ミ
リ
秒
）

注
：
１
～
1
4
は
各
被
験
者
を
示
す

各
被
験
者
の
縦
読
み
と
横
読
み
の
所
要
時
間
の
差
（
縦
－
横
）

3
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第
1
0

回
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
の

推
進

に
係

る
関

係
者

協
議

会
資

料
（
関

係
省

庁
等

）

所
属

基
本

計
画

資
料

番
号

①

Ⅲ
.３

（第
1
1
条

関
係

）（
２

）出
版

者
か

ら
の

製
作

者
に

対
す

る
電

磁
的

記
録

等
の

提
供

の
促

進
の

た
め

の
環

境
整

備
へ

の
支

援

経
－
１

②
Ⅲ

.４
（第

1
2

条
関

係
）ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

等
の

販
売

等
の

促
進

等

③
Ⅲ

.４
（第

1
2

条
関

係
）（

４
）そ

の
他

課
題

・
補

足
な

お
、
A

B
S

C
の

活
動

と
し

て
、
著

作
権

者
の

理
解

醸
成

に
も

取
り

組
ん

で
お

り
、
本

年
４

月
に

は
日

本
文

藝
家

協
会

、
日

本
推

理
作

家
協

会
、
日

本
ペ

ン
ク

ラ
ブ

の
３

団
体

に
よ

る
「読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

関
す

る
三

団
体

共
同

声
明

」を
発

出
し

て
お

り
、
「
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

」
や

改
正

「障
害

者
差

別
解

消
法

」、
「障

害
者

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
施

策
推

進
法

」へ
の

賛
同

を
得

て
い

る
。

今
後

は
著

作
者

団
体

、
出

版
社

、
A

B
S

C
等

関
係

団
体

と
連

携
し

、
業

界
内

の
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

間
す

る
理

解
促

進
及

び
着

実
な

進
展

を
図

っ
て

い
く

。

読
書

バ
リ

ア
フ

リ
ー

環
境

の
整

備
に

お
い

て
は

、
リ

フ
ロ

ー
型

電
子

書
籍

の
拡

大
を

基
本

と
し

つ
つ

、
そ

れ
に

よ
り

対
応

で
き

な
い

課
題

は
、
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

の
提

供
を

行
う

こ
と

を
大

き
な

方
向

性
と

し
、

令
和

２
年

度
に

は
、
経

済
産

業
省

及
び

出
版

業
界

に
お

け
る

取
り

組
み

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
及

び
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

策
定

（
１
）
総

合
的

な
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

（
第

1
2

条
関

連
）

（
２

）
電

子
書

籍
（
リ

フ
ロ

ー
形

式
）
の

基
準

の
検

討
（
第

1
２

条
関

連
）

（
３

）
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

設
置

・
運

営
（
第

1
１
条

関
連

）
（
４

）
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

抽
出

等
に

関
す

る
基

準
の

検
討

（
第

1
１
条

関
連

）

・
テ

キ
ス

ト
や

P
D

F
等

の
電

子
デ

ー
タ

の
受

け
渡

し
に

つ
い

て
、
出

版
社

か
ら

利
用

者
ま

で
の

提
供

ス
キ

ー
ム

を
整

理
し

、
出

版
社

側
の

窓
口

と
な

る
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
日

本
イ

ン
フ

ラ
セ

ン
タ

ー
（
J
P

O
）
の

も
と

に
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
ブ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
A

B
S

C
）
を

設
置

し
た

。

・
テ

キ
ス

ト
や

P
D

F
等

の
電

子
デ

ー
タ

が
、
川

上
で

あ
る

出
版

社
か

ら
A

B
S

C
を

通
じ

て
利

用
者

側
の

機
関

で
あ

る
特

定
電

子
書

籍
等

製
作

者
、
そ

の
先

の
障

害
者

の
方

々
の

手
に

渡
る

ま
で

の
フ

ロ
ー

に
つ

い
て

、
三

省
（
文

科
省

・
厚

労
省

・
経

産
省

）
に

お
い

て
関

係
機

関
の

協
力

の
下

、
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
、
A

B
S

C
と

特
定

電
子

書
籍

等
製

作
者

間
で

必
要

と
な

る
デ

ー
タ

の
保

持
の

仕
方

や
契

約
等

に
つ

い
て

、
出

版
業

界
等

関
係

者
、
関

係
省

庁
で

議
論

を
進

め
る

。

・
令

和
4

年
度

に
は

電
子

書
籍

制
作

に
か

か
る

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

の
整

理
を

実
施

。
大

手
出

版
社

を
除

き
、
ほ

と
ん

ど
が

外
部

へ
の

委
託

に
よ

り
作

成
し

て
お

り
、
そ

の
制

作
費

は
、
In

D
e

s
in

等
の

D
T

P
ソ

フ
ト

に
よ

る
デ

ー
タ

か
ら

で
あ

れ
ば

、
ペ

ー
ジ

数
等

に
よ

り
変

動
は

あ
る

も
の

の
、
１
冊

あ
た

り
３

～
5

万
円

程
度

で
作

成
可

能
な

こ
と

を
確

認
。
他

方
で

、
電

子
書

店
ビ

ュ
ア

ー
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
能

の
脆

弱
さ

や
電

子
書

店
毎

の
機

能
の

バ
ラ

つ
き

が
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
こ

う
し

た
機

能
の

強
化

が
課

題
と

し
て

挙
げ

ら
れ

た
。

・
令

和
5

年
度

に
は

、
一

層
の

中
小

出
版

社
へ

の
普

及
を

促
す

た
め

、
約

2
,7

0
0

社
に

対
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
リ

フ
ロ

ー
型

書
籍

制
作

に
お

け
る

各
社

工
夫

の
事

例
収

集
や

普
及

へ
の

課
題

を
調

査
。
T

T
S

に
よ

る
読

み
上

げ
を

見
据

え
て

外
字

の
使

用
を

避
け

る
等

各
出

版
社

で
実

施
し

て
い

る
工

夫
が

見
ら

れ
た

一
方

で
、
中

小
出

版
社

の
多

く
か

ら
は

、
そ

も
そ

も
の

制
作

方
法

が
わ

か
ら

な
い

、
統

一
し

た
ル

ー
ル

が
必

要
と

い
っ

た
声

が
あ

っ
た

。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
結

果
を

踏
ま

え
、
今

後
は

、
中

小
事

業
者

で
も

活
用

可
能

な
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

電
子

書
籍

制
作

に
お

け
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

策
定

を
行

っ
て

い
く

。
策

定
に

あ
た

っ
て

は
、
電

子
書

籍
製

作
事

業
者

、
ビ

ュ
ア

ー
開

発
事

業
者

等
の

関
係

者
を

招
聘

し
、
電

子
書

籍
の

標
準

的
な

フ
ァ

イ
ル

形
式

で
あ

る
「
Ｅ

Ｐ
Ｕ

Ｂ
」
を

対
象

に
、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
国

内
及

び
国

際
的

な
最

新
の

標
準

動
向

を
踏

ま
え

る
ほ

か
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

収
集

し
た

各
社

の
工

夫
等

も
盛

り
込

ん
で

い
く

。
ま

た
、
策

定
し

た
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
普

及
啓

発
の

方
法

に
つ

い
て

も
関

係
団

体
と

連
携

し
、
検

討
を

行
っ

て
い

く
。

・
近

刊
情

報
等

を
一

元
管

理
し

て
い

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
J
P

R
O

）
に

つ
い

て
、
紙

の
書

籍
だ

け
で

な
く

電
子

書
籍

や
オ

ー
デ

ィ
オ

ブ
ッ

ク
等

の
販

売
情

報
や

国
立

国
会

図
書

館
の

視
覚

障
害

者
等

用
デ

ジ
タ

ル
資

料
、
サ

ピ
エ

図
書

館
資

料
（
点

字
デ

ー
タ

、
D

A
IS

Y
図

書
）
の

登
録

情
報

と
も

連
携

を
実

施
。

・
J
P

O
が

管
理

す
る

一
般

利
用

者
が

出
版

情
報

等
を

検
索

で
き

る
サ

イ
ト

（
B

o
o

k
s
）
に

お
い

て
、
上

記
連

携
デ

ー
タ

の
表

示
が

可
能

と
な

り
、
電

子
書

籍
等

の
販

売
状

況
、
電

子
デ

ー
タ

等
の

提
供

状
況

を
探

せ
る

た
め

の
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

・
ま

た
、
B

o
o

k
s
サ

イ
ト

に
お

け
る

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

化
を

行
い

、
視

覚
障

害
者

等
に

お
け

る
サ

イ
ト

の
検

索
性

向
上

を
図

っ
た

。

・
今

後
は

、
登

録
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
当

該
コ

ン
テ

ン
ツ

の
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
情

報
の

表
示

等
を

進
め

、
視

覚
障

害
者

等
の

方
が

必
要

な
時

に
必

要
な

情
報

を
取

り
に

行
け

る
環

境
整

備
を

進
め

て
い

く
。

こ
れ

ま
で

の
取

組
成

果
・達

成
状

況
今

後
の

取
組

・目
標

省
庁

等
経

済
産

業
省

商
務

情
報

政
策

局
コ

ン
テ

ン
ツ

産
業

課
役

職
・氏

名
課
長
　
渡
邊
佳
奈
子
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